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英
国
や
ド
イ
ツ
は
、
台
風
・
ハ
リ
ケ
ー
ン
は
な
い
。
豪
雨
で
も
の
凄
く
増
水
す
る
。 

自
然
現
象
の
利
用
の
浄
水
施
設
。
現
場
経
験
か
ら
考
え
る
が
大
切
。 

英国や、ドイツの河川は、豪雨がないので、緩速ろ過池だけで良かった。
でもサモアの雨期は、もの凄い雨。濁り水対策が必要。 



 
２００年前、細かな砂でゆっくりとろ過すると、きれいな水ができたの
で、緩速ろ過 Slow Sand Filtration と言われた。当時の水深は３８㎝
と浅かった。だんだんと、ろ過速度を早くても良いと考えだした。 

緩速ろ過 Slow Sand Filtration という言葉で、誤解して
いた。生物群集の活躍で濁りの捕捉と、分解が鍵だった。 

小
さ
な
沈
殿
池
と
最
新
の
上
向
流
粗
ろ
過
。 

ド
イ
ツ
の
コ
ン
サ
ル
が
考
え
た
、
濁
り
水
対
策
は
、
容
量
不
足
で
、
不
十
分
だ
っ
た
。 

 



 

水
深
が
浅
い
と
、
砂
面
で
藻
が
繁
殖
。
砂
層
上
部
で
微
小
動
物
が
活
躍
、

緩
速
ろ
過
は
生
物
群
集
の
活
躍
が
鍵
だ
っ
た
。 

NHK ブックス『おいしい水の探求』を書いた元東京都水道局の
小島貞男さんは「緩速ろ過は地域性がある」と言っていた。 

ロ
ン
ド
ン
の
降
水
量
は
６
０
０
㍉
と
少
な
く
季
節
性
が
な
い
。 

1974 ねんの WHO の指針は、生物群集の活躍が鍵とまでは、
言及していない。むしろ、藻の繁殖は悪いと考えていたかな。 



 

日
本
の
年
間
降
水
量
は
ロ
ン
ド
ン
の
約
３
倍
。
季
節
性
が
あ
る
。 

緩速ろ過での藻の繁殖と、溶存酸素の日変化を考える。 
酸素があると、微生物、微小動物が活躍できやすくなる。 

そ
の
地
域
で
の
生
物
現
象
の
利
用
。
そ
れ
な
ら
、
そ
の
地
域
で
の
生
物
現
象
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

WHO の指針の、ろ過池の水深は、１～1.5ｍ、深すぎる。
この指針では、藻の繁殖は嫌みたい。生物群集の活躍が鍵
とは考えていなかった。 



 

浅い水深が良い。藻が繁殖し、藻が剥離浮上しやすい。浮上した藻が
越流するなら、流入水中の N・P 等が除け、河川上流の水になる。 

水
深
が
深
い
と
、
藻
が
繁
殖
で
き
な
い
。 

1
9

6
9

年
に
、
サ
モ
ア
に
寄
港
し
た
。 

サモアの降水量は、日本の倍もある。それは海岸のアピア。
山は、もっと降水量がある。 



 

水深が浅いと、藻が繁殖し、泥を絡め、水面に浮いていた。 

ろ
過
池
が
目
詰
ま
り
す
る
の
で
、
水
深
を
深
く
し
た
方
が
良
い
と
考
え
て
い
た
。 

深
い
水
深
で
底
に
泥
が
蓄
積
し
目
詰
ま
り
し
て
い
た
。 

私は 2000 年にスリランカでの濁り水対策で、上向流粗ろ過を導入
勧めた。その際、十分に余裕があるように、沈殿池、上向流粗ろ過を
3 段も設けた。10 年後に訪問した時、問題が無く稼働していた。 



 
沈殿池の仕組み、滞留時間が長けれた、濁りが沈む。この仕組みを
解説し、滞留時間を長くするにはと、現場で解説。 

生
物
活
性
を
高
め
る
た
め
に
と
奮
闘
。 

熱
帯
の
島
国
は
、
豪
雨
で
増
水
。 

少しで、水深を浅くするために奮闘した。 



 流入水のコントロールをしていなかった。降雨があり増水したら、
流入量が増えていた。滞留時間が短くなっていた。そこで、流入水
量を絞り、濁りを沈めるようにした。 

円形の沈殿池の構造、上澄だけと流出させる仕組みは
素晴らしかった。 

沈
殿
物
の
排
出
を
頻
繁
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

河
川
の
濁
り
は
短
時
間
で
沈
む
の
を
確
か
め
た
。 



 

削
り
取
っ
た
砂
泥
を
洗
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

モデルを作って、浄水場での濁り除去の仕組みを理解して
もらうようにした。 

削り取った砂泥を、採取して、洗ったら、ほとんどが細かな泥だった。
ろ過池に泥が大量に入り、ろ過池で沈殿し、底に蓄積していた。 

川
の
岸
辺
の
砂
泥
を
採
取
し
、
沈
降
試
験
を
し
た
。 



 
河川の河口近くの砂を採取し、洗って使うように助言した。
砂を購入し、洗って、ろ過池に入れ出した。 

アラオア浄水場はアピアの東半分へ、 
西側半分用にも、フルアソウ浄水場があった。 

サ
モ
ア
に
は
、
花
崗
岩
質
の
固
い
細
か
な
砂
が
な
く
、
輸
入

す
る
に
は
お
金
が
必
要
で
、
砂
を
補
充
し
て
い
な
か
っ
た
。 

こ
の
浄
水
場
で
も
、
ろ
過
池
に
は
砂
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
水
深
が
深
か
っ
た
。 



 

砂を入れる際、底の礫層の上に、防草シートを敷いて、
その上は砂だけにと助言。施工が落になった。 

サモアの上向流粗ろ過は、多層式だった。定期的に底から排
泥するとあったが、排泥を 10 年間していなかった。 

日
本
で
も
採
用
し
た
い
施
工
方
法
。 

水
深
が
浅
く
な
り
、
目
詰
ま
り
し
に
く
く
な
い
、
ろ
過
牛
が
大
量
に
で
き
た
。 



 

排泥バルブを、探して、排泥をした。 
沈降性が良い泥だった。 

礫
層
の
上
に
水
層
が
あ
っ
た
の
で
、
砕
石
で
補
充
を
勧
め
た
。 

舗
装
道
路
用
の
砕
石
が
一
番
廉
価
で
あ
っ
た
。 

補充する礫は、丸い石でなくでも、何でも良かった。礫表面へ
濁りが吸着と、吸着した濁りを微小生物が削り取り、生物分解
をしていた。糞塊が生じた。活性汚泥みたいだった。 



 

沈殿池は、重い濁りが沈降。上向流粗ろ過は礫表面に細かな濁りが付着、
微生物・微小動物が削ぎ取り、分解し、糞塊をつくる。ろ過池は、砂層
上部で生物群集の活躍。 

ス
タ
ッ
フ
は
任
期
制
。
毎
回
、
仕
組
み
を
解
説
す
る
必
要
が
あ
る
。 

日
本
も
、
大
き
な
都
市
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
は
直
ぐ
に
入
れ
替
わ
る
。
素
人
が

管
理
す
る
。
浄
化
の
仕
組
み
を
解
説
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。 

カラー写真が豊富で廉価な技術解説本。動画解説が必要なのは
日本も海外も同じだった。緩速ろ過という名前で仕組みが誤解
されていた。生物浄化法と言い直す必要がある。 


